
地域 No. 事前の住民意見 当日の住民意見・市の回答

（土木部長回答）

　現在歩道は１方向側のみとなっている。車道については、渋滞問題の

面から一方通行とするのは実施困難である。方策について検討する。

（市長回答）

　ガード下については、他の事業と併せて改良するなどＪＲへの働きかけ

は続けていく。

（住民意見）

　土木部との話では、１つの歩道を拡幅する地元意見だったが、２つの

歩道の話になっている。

（土木部長回答）

　詳細を担当者に確認する。（※）

（※）今後、１つの歩道を拡幅する地元意見も含め、協議する。

（市長回答）

　現在使用しているパッカー車（収集ごみ等を人力以外で自動的に荷箱

に押し込み、圧縮する装置を装備している機械式の収集車）は最小であ

り、効率を考え収集を行っている。小型化をすることで回収の往復回数

が増え非効率になる。

（住民意見）

　大阪市では軽のパッカー車がある。

（市長回答）

　確認する。（※）

（※）大阪市に確認したところ、軽のパッカー車ではなく（メーカーも作って

いない）、軽トラックでごみ収集を行っていた。

3 　自治会活動の活性化について、市長はどのようにお考えか。

（市長回答）

　加入率は地域により差がある。自治会とは何かをしてくれる団体ではな

く、出会いの場・道具である。地域への入り口として自治会活動があると

考えている。

4 　(仮称）地域委員会制度の性格について、聞きたい。

（市長回答）

　地域のことは地域で決めるというものだが、自治会は平均50％の加入

率で役員も互選である。そこに予算と権限を渡してよいかどうかという問

題がある。また、制度も必ずしもうまくいっていないところがある。

5 　ゴミ袋無料配布の復活の検討をお願いしたい。

（市長回答）

　ごみ袋の無料配布は審議会でごみ減量の意識を高めるために政策的

に決めたものである。復活の予定はない。

6

　秋の体育祭・１月の防災訓練などの位置づけや必要性などについて

聞きたい。

（市長回答）

　体育祭は地域の取組みである。隣の連合自治会等と合同開催するの

も良いし、ぜひ盛んにしていただきたい。また、防災訓練は、災害時の厳

しい気候条件などを想定して行う必要があると思う。１月の訓練はその

観点から価値が高いと考えている。

7

　地域防災は、防災シンポなどを小学校校区で開催したいとあるが（過

去に何回か開催）、具体的な考えを聞きたい。また介護が必要な高齢

者・障がい者（要援護者）の名簿活用についてどうお考えか。

（市長回答）

　防災シンポジウムなどは、大いに取り組んでいただきたい。名簿の活

用については、個人情報保護法の改正によってさらに厳しくなり、個人情

報の提出をお願いしても拒否されることがある。

8

　地域環境の向上のため、実情に見合った部署で要望の解決に向けた

努力をお願いしたい。

（市長回答）

　責任明確化のための組織縦割りの弊害であるが、組織間に横串を刺

すことでたらい回しがないように取り組んでいる。

9 　吹二公民館前の空き地利用の考え方を聞きたい。

（市長回答）

　吹二公民館前の跡地利用については、多角的に検討中である。

10 　いずみ保育園二階母子寮跡の活用について考えはあるか。

（市長回答）

　母子寮跡地の活用については、保育園として活用する予定である。

11

　旧吹二公民館跡地（いずみ保育園前）利用の考え方を聞きたい。（※

同意見あり）

（市長回答）

　旧吹二公民館跡地利用は、検討中である。

12

　泉町５丁目15番地、阪急豊津駅前付近整備の具体的な方向を聞きた

い。

（市長回答）

　大阪府が管理しているもので、歩行者の空間を確保する方向で進めて

いる。

13

　糸田川整備の必要性を感じるが、川床整備やアドプトリバーについて

の考え方を聞きたい。

（市長回答）

　川床整備は大阪府へ要望している。川の断面を四角くすることも、現在

のままにすることも考えられる。現在のままにすると川底の砂をとる必要

が出る。
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1

　田中町ガード下の歩道が狭く、平成24年に市へ改善の要望書を提出し

たが、市の改善案は歩道幅の拡張と自転車専用道の設置などで車道を

一つとし、一方通行とするものであった。自転車専用道は必須だが、一

方通行ではなく、信号操作による双方向通行（交互通行）や現状の通行

方式で歩道を可能な限り拡張するなどの案を検討されたい。

　西の庄町４番、６番区域では、市のごみ収集車が前の道路に入ってこ

られないため、住民が各々収集可能な道路に出しているが、道路がゴミ

で埋め尽くされ、カラスが舞う不衛生な状況になっている。私道の持ち主

に通行許可を得る努力をされたそうだが、再度お願いできないか。

また収集車を小回りの利く車種に変更するなどはできないか。（※泉町

でも同意見あり）

2
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14

　泉町５丁目１番地先の府道から入る狭い道路の拡充、電柱をなくした

り隅切りしていくと災害時などで効力を発揮すると思うが、どうお考えか。

（土木部長回答）

　道路の拡充は用地確保が必要となることから困難である。電柱の移設

については関西電力と協議のうえ、移設できるものは移設していきたい。

（市長回答）

　車の大型化が主な要因である。解決策として、電柱を私有地内に移動

する、電線の地中化がある。

15 　新泉・中泉・南泉地区などの豪雨時浸水についてどうお考えか。

（市長回答）

　標高が低く、浸水リスクが高い地域と認識している。ゲリラ豪雨対策に

力を入れている。

16

　防犯カメラの設置について、プライバシー等の市としての管理はどのよ

うに行うのか。

（市長回答）

　プライバシーとのバランスが重要と考えている。犯罪覚知件数が増加し

ていることから、プライバシー問題の話題が少なくなっている。映像デー

タは警察以外への提供はない。

17

　阪急豊津駅近くのガード下のフェンスの後退について、阪急側との解

決が見られないが、速やかな対応をしていただきたい。

（土木部長回答）

　阪急電鉄の用地確保の話し合いが平行線となっている。引き続き打合

せをしながらよりよい改善策を見出していきたい。

18

　中学生のセンター校方式（自校で入りたい部活がない場合、拠点校で

入部する方式）による部活往復時の自転車利用について、許可しない学

校がある。子どもの負担を軽減するため、柔軟な対応をしていただきた

い。

（市長回答）

　中学校の生徒数の差は大きい。学校間格差をなくすために校区変更

が考えられるが、うまくいかない。大人数のクラブは成立しないようになっ

ている。学校の大小はそれぞれに良さがある。自転車利用は各地域の

交通事情があるので、各校長先生の判断による。

19 　幼保教育施設を民営施設にしていく理由について聞きたい。

（市長回答）

　理由は、持続可能性の確保である。保育園の能力は確保するが、保育

の質は落とさない。民営化がだめならやめるが、よくても全部を民営化す

ることもない。障がい児が増えている状況があり、障がい児保育は公立

しかできないことから、公立園は守る。

20

　西吹田幼稚園横の古い空きアパートが恐らく40年近く放置され危険な

状態である。どのように対応しているのか。

（住民意見）

　付近にごみ屋敷がある。不法投棄もあり、処分費用は自治体の負担に

なる。

（市長回答）

　本市には少ないが、火災や倒壊の危険性もある。ただし私有物件なの

で、行政は手を出すことができないが、それに関する条例も必要と考え

ている。

21

　地区内の糸田川左岸（住宅側方面）の樹木が次々と伐採されている理

由を聞きたい。

（土木部長回答）

　糸田川河川敷は大阪府の所管である。樹木は大阪府所管の土地と接

する私有地への枝のはみ出しにより迷惑をかけていることから伐採され

たものである。

（市長回答）

　樹木の伐採は住民要望によるものだが、きめ細かに自治会などの意

見を伺うことも必要と思う。

22

　メイシアター再開後、こけら落としのようなPRイベントの予定はあるか。

また、今後、催し内容の質の向上と集客・収益への施策について聞きた

い。

（市長回答）

　文化振興事業団で１年単位でのこけら落としを考えている。

23

　吹田市や近隣市に在住または関係のある人で、特に音楽関係で有能

な人材の情報について把握しているか。

（市長回答）

　大体掴んでいる。ご自分からの情報発信をお願いしたい。

24

　吹二地区は私道が地域の半分以上ある地域である。自治会が認めた

危険な個所だけでも整備の補助をしてされたい。私道舗装助成制度を

舗装工事を行う者だけでなく、「補修を行う者」にまで拡充できないか。

（土木部長回答）

　私道舗装助成制度の条件の中でお願いしている。市道の認定基準外

のものは、私道となる。

（市長回答）

　本市の補助制度は他市比較で進んでいるとご理解いただきたい。

（住民意見）

　私道舗装の全額補助をお願いしたい。併せて側溝の蓋や手すりも補助

していただきたい。

（市長回答）

　幅員４ｍ以上が道路となり市への寄付も受けられる。４ｍ未満は私有

地となり、私有財産へ市が税金を投入することはない。

25

　小学校単位の自主防災組織には市からの補助金がなく、防災訓練も

思うようにできない。補助金の助成をお願いできないか。

（市長回答）

　防災用資機材の給付事業がある。他のバックアップは人の派遣である

が、補助金制度はない。

吹

二



地域 No. 事前の住民意見 当日の住民意見・市の回答

第１回　タウンミーティング（地域自治会意見交換会議）議事要旨（吹二・吹南地域）

開催日時：平成２９年６月８日（木）午後２時～　　場所：市役所全員協議会室　　　参加者数：56人

26

　「健都」の将来的発展のため、以下の施策を提案する。

１　関空への最短アクセス手段の確保

２　国際会議・研究発表の出来る施設の整備（大学施設の活用でよい）

３　病院・製薬メーカー・ロボットメーカー・スポーツ企業等の誘致

４　吹田市を訪れた国内外の方々を迎え入れる人・施設・サービスの充

実

５　パートナーとなる摂津市との連携

（市長回答）

　２については、イノベーションパークの中にできる。３についてもイノベー

ションパークの中にでき、問合せがある。４については、市民の方々のお

力をお借りするとともに、市が率先して行う。５については、現在連携を

進めている。

27

　2025年問題について

１　医療・社会保障費の増大にどう対処されるのか。

２　収入増を図る方法について聞きたい。

３　市民の辛抱にも限界がある。どのようにお考えか。

（市長回答）

　当市の税収はトップクラスで優良である。ふるさと納税は、税収が減り

高齢化・過疎化している団体を都市部が補助するものである。品物で納

税を釣るのは本来の姿ではない。本市の企業の税金は、大阪市に次ぎ

多くなっている。企業が市外へ逃げない方策を講じていく。

（市長回答）

　市民活動を支えるＩＯＴ（※）については、まだまだ情報発信が足らない

と考えている。

（※）ＩＯＴ・・・　internet　of　thinｇｓ（インターネットにパソコン等だけでなく

様々なモノを接続すること)

29

　平成27年度に市の紹介により設置した防犯カメラのランニング費用と

メンテナンス費用は連合自治会の負担であるが、平成28年度の設置分

は全額市の負担となっている。27年度設置分についても市のほうで全額

負担されたい。

（市長回答）

　平成27年度（2015年度）の防犯カメラ設置補助制度を利用されて地区

連合自治会等が設置した防犯カメラ設置後の維持等の費用であるが、

今後の課題であり、危機管理室が検討していく。

30

　環境管理センター跡地への南幼稚園新設には賛成するが、地域に公

共施設がないことを考え、地域住民が利用できる「複合施設」とされた

い。

（市長回答）

　将来性、人口密度、コミュニティの活性度などを考慮してコミュニティ施

設のあり方を考えていく。

31

　糸田川右岸について、道幅が狭く歩道もなくて危険である。自動車及

び自動二輪の通行を禁止し、遊歩道として、市民の憩いの場とされた

い。

（土木部長回答）

　遊歩道化は施策として認識している。通行車の速度が高いことは課題

として認識している。歩行者専用道路については、関係機関との協議の

中で何らかの解決策が見いだせればと考えている。

（市長回答）

　ニュータウンに比べ市域の南部はウォーキングを楽しむ人の発想がな

い。これからはその発想を採り入れていかなければならない。

32

　吹田市第２次みどりの基本計画で、南吹田の新駅周辺が対象となって

いるが、早めに予算を確保し、１、２年後には緑化計画が遂行されるよう

にお願いしたい。

（土木部長回答）

　おおさか東線は平成31年（2019年）春開通予定である。吹田市第２次

みどりの基本計画に基づき緑化重点区域として緑化に取り組んでいる。

（市長回答）

　緑の担当は見た目の豊かさ、心の安らぎを考えなければならない。緑

推進チームを独立させて緑そのものについて深く考えてもらえるように改

善している。

33

　ジャパン・スシローから水道部までの歩道が未整備であり、安心して通

行ができないので整備をお願いしたい。

（土木部長回答）

　用地確保の問題もあり、吹田警察署と協議してどのような形で歩道設

置ができるか検討していく。

（市長回答）

　非常に車の速度も高く非常に危ない状況であり、吹田警察署と粘り強く

協議するとともに、電柱の移設などを検討していく。

34

（住民意見）

　市職員と市民とのつなぎ　地域に出て意見を持ち帰って仕事に活かし

ていただきたい。

（市長回答）

　コミュニケーションをもっととってほしいと考えている。できないことはで

きない、できることをきちんと検討するということが大切である。丁寧な言

葉は変な期待を持たせてしまう。

35

（住民意見）

　だめなものはだめと説明して納得させていただきたい。

（市長回答）

　議会に興味を持っていただきたい。市のホームページやインターネット

でも発表されている。本日のご意見も議論されているものもある。意見交

換会議は34連合自治会にとどまっているが、基本の対象は個人である。

意見交換会議は続けていく。

36

（住民意見）

　小さなテーマから大きなテーマまで回答に満足している。２つの連合自

治会との意見交換を90分にまとめるのは大変だったと思う。ぜひ地域の

連合自治会にご参加いただきたい。防犯カメラの回答は残念だが、期待

している。

（市長回答）

　連合自治会にはまわりたいと考えている。また、ドライブレコーダーを動

く防犯カメラとして、全国に先駆けて導入していく。大阪府警察本部とも

話をして、本部からも期待されている。

吹

二

吹

南

　シビックテック（テクノロジーを活用しながら自分たちの課題を自分たち

で解決する）の考え方を取り入れ、ごみ収集・子育て等の地域情報提供

アプリの開発、空き家活用、防災対策など市民福祉の向上を図るため

の様々な取組を提案する。

28


